
二
〇
〇
六
年
末
に
出
版
さ
れ

た
大
石
裕
（
編
）
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
と
権
力
』
（
世
界
思
想
社
）
は
、

①
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
政
治
エ
リ

ー
ト
・
世
論
と
の
関
係
、
②
マ
ス
・

メ
デ
ィ
ア
組
織
・
業
界
と
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
③
出
来
事
の
名
づ
け

と
ニ
ュ
ー
ス
の
物
語
、
の
三
つ
の

視
点
か
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
機
能

を
論
証
し
て
い
る
。 

そ
の
大
石
の
視
座
を
借
り
る

と
、
政
治
エ
リ
ー
ト
・
世
論
と
の

関
係
で
は
、
樺
島
郁
夫
・
竹
下
敏

郎
・
芹
川
洋
一
『
メ
デ
ィ
ア
と
政

治
』
（
有
斐
閣
ア
ル
マ
）
や
奥
武
則

『
露
探 

日
露
戦
争
期
の
メ
デ
ィ

ア
と
国
民
意
識
』
（
中
央
公
論
新

社
）
が
あ
る
。
前
者
は
理
論
の
み

で
な
く
、
政
治
ニ
ュ
ー
ス
の
取
材

過
程
や
今
日
的
イ
ッ
シ
ュ
ー
を
と

り
あ
げ
て
い
る
―
「
メ
デ
ィ
ア
が

変
わ
れ
ば
政
治
も
変
わ
る
」
か
。 

後
者
は
『
二
六
新
報
』
社
長
、

秋
山
定
輔
が
ロ
シ
ア
の
ス
パ
イ
と

み
な
さ
れ
失
脚
し
て
い
く
過
程
で

権
力
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
介
在

し
、
さ
ら
に
国
民
の
意
識
が
大
き

く
作
用
し
て
い
た
こ
と
を
追
求
す

る
。
時
代
は
経
て
も
、
こ
の
延
長

線
上
に
あ
る
ネ
ッ
ト
社
会
を
描
く

遠
藤
薫
『
間
メ
デ
ィ
ア
社
会
と
〈
世

論
〉
形
成
』
（
東
京
電
機
大
学
出
版

会
）
や
、
国
家
を
担
う
霞
ヶ
関
族

と
メ
デ
ィ
ア
の
攻
防
に
狙
い
を
定

め
た
魚
住
昭
『
官
僚
と
メ
デ
ィ
ア
』

（
角
川
新
書
）
で
あ
ろ
う
。 

次
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
組
織
・

業
界
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
げ

る
と
、
嶺
隆
『
新
聞
人
群
像
』
（
中

央
公
論
新
社
）
は
草
創
期
に
お
け

る
操
觚
者
（
そ
う
こ
し
ゃ
＝
文
筆

業
・
記
者
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

を
、
ま
た
朝
日
の
伝
説
人
（
政
治

家
？
）
緒
方
竹
虎
を
中
心
に
、
新

聞
資
本
と
経
営
を
詳
述
し
た
今
西

光
男
『
新
聞 

資
本
と
経
営
の
昭

和
史
』
（
朝
日
新
聞
社824

）
は
戦

前
の
新
聞
組
織
か
ら
言
論
の
行
方

を
探
っ
て
い
る
。
加
え
て
『
兵
は

凶
器
な
り
』
『
言
論
死
し
て
国
つ

い
に
滅
ぶ
』
の
著
書
が
あ
る
前
坂

俊
之
『
太
平
洋
戦
争
と
新
聞
』
（
講

談
社
学
術
文
庫1817

）
を
読
む
と
、

戦
争
へ
の
道
を
走
り
始
め
る
国
家

と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
言
論
の
危

う
さ
を
教
え
て
く
れ
る
。
半
世
紀

後
、
Ｉ
Ｔ
時
代
と
真
っ
向
か
ら
向

き
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
新
聞
界
は

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築

に
迫
ら
れ
、
河
内
孝
『
新
聞
社
』

（
新
潮
新
書205

）
に
変
貌
す
る

様
は
興
味
深
い
。 

テ
レ
ビ
・
メ
デ
ィ
ア
に
視
点
を

移
す
と
、
敏
腕
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
名
を
馳
せ
た
大
山
勝
美

『
私
説
放
送
史
』
（
講
談
社
）
や
北

村
充
史
『
テ
レ
ビ
は
日
本
人
を
「
バ

カ
」
に
し
た
か
？ 

大
宅
壮
一
と

「
一
億
総
白
痴
化
の
時
代
」
』
（
平

凡
社
新
書362
）
の
よ
う
に
、
齢

（
よ
わ
い
）
五
十
年
を
超
え
た
テ

レ
ビ
史
を
描
き
、
テ
レ
ビ
が
創
り

出
す
文
化
へ
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
あ

る
い
は
藤
平
芳
紀
『
視
聴
率
の
正

し
い
使
い
方
』
（
朝
日
新
書042

）

な
ど
も
お
も
し
ろ
い
。 

し
か
し
、
メ
デ
ィ
ア
が
不
祥
事

を
起
こ
す
と
、
何
で
も
視
聴
率
（
発

行
部
数
）
の
た
め
に
と
非
難
さ
れ

が
ち
で
あ
る
風
潮
と
、
だ
か
ら
こ

そ
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
が
必
要

と
い
う
声
に
は
い
さ
さ
か
辟
易
す

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。 

大
石
の
視
座
の
三
つ
目
に
入

る
と
思
う
が
、
現
在
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
状
況
を
考
え
さ
せ
る
金
平

茂
紀
『
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
は
終
わ

ら

な

い

』
（

集

英

社

新

書

0400B

）
が
言
う
よ
う
に
、（
実
は
）

「
最
も
必
要
な
の
は
、
実
際
に
メ

デ
ィ
ア
に
関
わ
っ
て
い
る
人
間
た

ち
の
意
識
改
革
」
や
、「
メ
デ
ィ
ア

は
誰
の
も
の
な
の
か
」
（
魚
住
）
へ

の
問
い
、
あ
る
い
は
放
送
ば
か
り

言
わ
れ
る
公
共
性
は
マ
ス
・
メ
デ

ィ
ア
に
共
通
す
る
基
本
機
能
で
は

 
二
〇
〇
七
年
の
回
顧
「
マ
ス
コ

ミ
」
関
係
書
（
週
刊
読
書
人

07
年

12
月
28
日
号
） 
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な
い
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
啓

蒙
す
る
書
が
よ
り
出
版
さ
れ
る
こ

と
を
願
う
。
そ
の
意
味
で
ロ
ン
ド

ン
大
学
教
授
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
カ

ラ
ン
『
メ
デ
ィ
ア
と
権
力
』
（
渡
辺

武
達
監
訳
、
論
創
社
）
を
あ
げ
て

お
く
。
同
書
は
英
国
メ
デ
ィ
ア
中

心
だ
が
、
歴
史
学
・
社
会
学
・
政

治
学
の
側
面
か
ら
メ
デ
ィ
ア
研
究
、

社
会
的
影
響
を
論
じ
て
い
る
。 

ま
た
小
林
直
毅
（
編
）
『
「
水

俣
」
の
言
説
と
表
象
』
（
藤
原
書

店
）
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
と

お
し
て
社
会
に
表
象
さ
れ
る
も
の
、

さ
れ
な
い
も
の
そ
し
て
何
が
表
象

不
可
能
に
し
た
の
か
、
新
聞
、
映

像
メ
デ
ィ
ア
か
ら
研
究
者
が
多
角

的
に
検
証
し
て
い
る
。 

ニ
ュ
ー
ス
感
覚
と
い
う
意
味

で
は
、
金
森
ト
シ
エ
『
笑
っ
て
泣

い
て
書
い
た
』
（
ド
メ
ス
出
版
）
や

チ
ェ
チ
ェ
ン
事
件
に
絡
ん
で
暗
殺

さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
ア
ン

ナ
・
ポ
リ
ト
コ
フ
ス
カ
ヤ
の
『
ロ

シ
ア
ン
ン
・
ダ
イ
ア
リ
ー
―
暗
殺

さ
れ
た
女
性
記
者
の
取
材
手
帳
』

（
日
本
放
送
出
版
協
会
）
、
イ
ラ
ク

戦
争
で
数
少
な
い
現
地
取
材
を
し

た
佐
藤
和
孝
『
戦
場
で
メ
シ
を
食

う
』
（
新
潮
社
）
な
ど
を
読
み
た
い
。 

最
後
に
、
創
立
六
十
年
を
迎
え

た
日
本
大
学
法
学
部
新
聞
学
科
の

教
員
が
意
欲
的
に
編
ん
だ
『
メ
デ

ィ
ア
の
変
貌
と
未
来
』
（
八
千
代

出
版
）
や
調
査
研
究
を
分
か
り
や

す
く
説
い
た
、
島
崎
哲
彦
・
坂
巻

義
生
編
著
『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
調
査
の
手
法
と
実
際
』

（
学
文
社
）
を
あ
げ
る
。
現
代
マ

ス
コ
ミ
の
成
立
と
多
様
な
拡
張
を

理
解
す
る
た
め
に
は
手
頃
な
書
で

あ
ろ
う
。 

 鈴
木
雄
雅
（
す
ず
き
・
ゆ
う
が 

上
智
大
学
文
学
部
教
授
・
新
聞
学

専
） 

    

番
外
編 

 
 

佐
藤
卓
己
・
孫
安
石
（
編
）
『
東

ア
ジ
ア
の
終
戦
記
念
日
』
（
筑
摩

新
書
６
６
９
） 

橋
場
義
之
・
佐
々
木
俊
尚
・
藤

代
裕
之
『
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
衝
撃
』
（
日
本
評
論
社
） 

青
池
慎
一
『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

普
及
課
程
論
』
（
慶
応
義
塾
大
学

出
版
会
） 

  

 2


